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令和７年
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意見交換会の
詳細はコチラから！

19名に参加いただき、『子育て・教育・学びについて』、『健康・福祉について』、
『産業・雇用・生活基盤・環境・防災について』の３班に分かれて意見交換を実施しました。

不安を減らすためにも駆除された情報は市民に知らせるべきだと考えます。

は、情報を周知してほしい。出没情報は
よく聞くが、出没情報だけだと不安で、駆除された情報を聞けば
安心すると思う。

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

フリースペースやオープンスペースが重要である点で同感です。交通手段や
雪対策も考慮した施設を市議会としても望んでいます。

働き手がいないためサービスを止めざるを得ない状況は認識しており、
給与が安いところにこそ光が当たるようにしていくべきだと考えています。

賃金上昇に伴う社会保険料の増加が事業主にとって重い負担になっている。これは地方
行政だけの問題ではないが、社会保険料の負担増が一番の原因ではないかと思います。

について、学生が集まれるところが胎
内市にはないので、集まりやすい場所が良い。また、交通手段も併
せて考えてほしい。

は、他の業種と比べても給料が安く、資格
を持っていても離職する人が多く、人材不足に陥っています。

は事業者にとって負担だ。従業員の有給休暇や
代休などは、事業者側の負担が増える事になる。これからの中小
企業の未来が不安だ。
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女性委員・会員等との
意見交換会を開催しました
女性委員・会員等との
意見交換会を開催しました

生涯学習施設整備

介護施設の仕事

働き方改革

熊を駆除した際



●市議の方と話す機会なんてないので、とても良い
　ことだと思いました。これからも続けて欲しいです。
　子育ての話ができてよかったです。
●それぞれの意見が出てよかったです。グループに
　分かれて話し合う事は話しやすかったです。内容が
　濃い感じがしました。
●出された意見を無駄にすることなく、市政に反映
　させていただきたいと考えます。

参加者の声

民生児童委員協議会連合会、たいない青少年育成会議、介護予防・日常生活支援体制整備推進協議会、男女共同参画推進委員会、
地域おこし協力隊、胎内美人妻の会、北新潟農業協同組合胎内支店女性部、保健推進員、消防団、農業委員会、商工会女性部、一般公募

参加委員・団体 （順不同）

その他の意見
子どもの数が少ないので、スポーツ少年団など団体競技ができない。もし、させようと
しても送迎が必要となり、仕事等で送迎できない場合は諦めるしかない。

妊娠を機に、胎内市に引越してきて出産したが、その際、保健師さんがすごく良くして
くれた。保健師さんが子どもを見てくれている間、ゆっくりお茶を飲んだり経験した
ことの情報交換をしたり有意義な経験をさせていただき感謝している。

運動会などの種目や時間が縮小されているのが寂しい。学校行事や縦割り班など
で掃除をしたり、お楽しみ会をしたりする活動は思いやりの心が育つ良い事業だと
思う。

介護保険料が県平均より高いので安くしてほしい。

胎内市は、自然も豊かだし、すごく住みやすいけど、子ども達の習い事をするところ
が少ないなど不便なところもある。

保育園の迎えが祖父母だったり、小学校の運動会も午前中で終了するなど、交流の場が
少なく、ママ友が作れなくて悩んでいる方が多い。

市内には、室内の遊び場がない。夏は酷暑で秋は短く冬は寒い。小学生は、ほっとHOT中
条を使用できないため、室内の遊び場が必要とされている。生涯学習施設に室内遊び
場のスペースを広くとってほしい。

女性が活躍する世の中だというが、組織の中では言動や人事評価など不平等感を未だ
に感じる。胎内市の人事評価はどのようになっているのか、それが女性の評価の指針に
なるのではないか。

若い世代の貧困な家庭では、粉ミルクを薄めて飲ませたり、紙おむつもなるべく交換し
ないよう使用している。また、高校に行きたくても、お弁当を作ってもらえない、交通費
をもらえないといった理由で学校に行けない人も増えている。

子
育
て
・
教
育
・

学
び
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉
に
つ
い
て

産
業
・
雇
用
・
生
活
基
盤
・

環
境
・
防
災
に
つ
い
て
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市
内
の
中
高
生
を
対
象
に
様
々
な

職
業
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
職
ナ
ビ（
職
業
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
）に
昨
年
に
引
き
続
き
市
議
会
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
延
べ
50

人
の
市
内
中
学
生
に
議
員
の
仕
事
や

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
普
段
入
る
こ

と
の
な
い
議
場
に
感
嘆
の
声
を
上
げ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
の「
仕
事
の
大
変
な
と

こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。」と
い
う
質
問

に
対
し
て
議
員
は
ま
ず
は
選
挙
に
当

選
す
る
こ
と
が
大
変
で
あ
る
こ
と
。ま

た
市
民
の
要
望
に
必
ず
し
も
応
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
悩
む
胸
の

内
を
明
か
し
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
問
題
を
解
決
で
き
た
際

に
は
達
成
感
が
あ
り
、や
り
が
い
に
な

る
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
人
気
漫
画
を
通
し
て
議
会
を

学
べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
も
あ
り
、

若
年
層
へ
の
情
報
発
信
と
政
治
参
加

へ
関
心
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

中学生に伝える
「まちの代表」の
役割と仕事の
リアル

令和7年 10月9日

職 ナ ビ

演 奏／新潟食料農業大学NAFU
軽音楽サークル，S

問い合わせ／議会事務局
☎0254‐43‐6111
（内線1412）

議 場
コンサート

2.202
0
2
6

Fri

♪受 付 胎内市役所5階 傍聴受付
♪曲 目 ●歌うたいのバラッド
　　　   ●明日はきっといい日になる
♪先 着 48人  

9：45♪終了
9：30♪開演

入場無料



5 胎内市議会だより　№88
令和8年2月13日発行

一般質問

議
員
　
本
市
に
お
け
る
猟
友
会

の
現
状
と
担
い
手
不
足
の
対
応

策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
市
内
の
猟
友
会
は
4
分

会
が
あ
り
、総
会
員
数
は
62
名

と
な
っ
て
い
る
。担
い
手
確
保

に
向
け
た
対
策
と
し
て
、狩
猟

免
許
の
取
得
費
用
の一
部
と
併

せ
て
、新
規
の
猟
銃
購
入
経
費
の

一部
を
補
助
し
、経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

議
員
　
猟
友
会
の
負
担
軽
減
や

技
術
継
承
の
観
点
か
ら
、※

ガ
バ

メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
制
度
の
導
入
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
在
、農
林
水
産
課
の

職
員
３
名
が
わ
な
猟
免
許
を
取

得
し
て
い
る
も
の
の
、猟
銃
を
使

用
す
る
に
は
高
度
な
技
術
や
経

験
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、猟

友
会
と
連
携
し
、効
果
的
な
取

組
を
進
め
て
い
く
。

市
長
　
助
成
上
限
額
の
設
定
方

法
を
作
業
の
回
数
に
基
づ
い
て

算
出
す
る
方
法
か
ら
新
た
に
雪

下
ろ
し
作
業
に
要
す
る
時
間
に

基
づ
い
て
算
出
す
る
方
法
へ
と
変

更
し
た
。昨
年
度
と
比
較
し
て

助
成
上
限
額
は
1
万
３
千
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
、市
報
や
民

生
委
員
を
通
じ
て
周
知
を
行
っ

て
い
る
。

議
員
　
積
雪
状
況
や
住
宅
事
情

に
よ
り
、１
回
の
雪
下
ろ
し
で
助

成
上
限
額
を
超
え
る
場
合
が
あ

る
。複
数
回
の
雪
下
ろ
し
が
必
要

な
場
合
に
お
い
て
も
一
定
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
を

拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

議
員
　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

は
、取
扱
い
や
処
分
方
法
を
誤
る

と
発
熱
、発
火
に
つ
な
が
る
危
険

雪
下
ろ
し
助
成
事
業

に
つ
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

安
全
な
処
分
方
法
に
つ
い
て

クマ捕獲

市民生活課窓口「電子機器回収の周知」

鳥獣被害防止対策について

性
が
あ
る
が
、よ
り
安
全
に
回
収

で
き
る
仕
組
み
や
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
家
電
量
販
店
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
協
力
店
で
の
回
収
が
基

本
と
な
っ
て
い
る
が
、電
池
が
取

り
外
せ
な
い
も
の
な
ど
に
つ
い
て

は
市
民
生
活
課
窓
口
で
回
収
し

て
い
る
。今
後
は
黒
川
庁
舎
や
き

の
と
交
流
館
、築
地
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
回
収
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　※

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
制
度

　
狩
猟
免
許
を
持
つ
人
を
自
治
体

が
職
員
と
し
て
雇
用
し
、鳥
獣
被

害
対
策
を
専
門
的
に
行
う
人
材
育

成・確
保
の
た
め
の
仕
組
み
。

渡辺  栄六  議員
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一般質問

羽田野  孝子  議員

議
員　

町
内
の
野
良
猫
対
策
を

経
験
し
疑
問
に
思
っ
た
。新
潟
動

物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
で
令
和

６
年
は
13
匹
捕
獲
し
、不
妊
去

勢
手
術
を
実
施
で
き
た
。令
和

７
年
は
12
匹
捕
獲
し
、そ
の
内
子

猫
６
匹
を
下
越
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
で
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、

６
匹
に
去
勢
手
術
を
施
し
た
。捕

獲
さ
れ
て
い
な
い
白
っ
ぽ
い
三
毛

猫
１
匹
に
手
術
が
で
き
れ
ば
完

璧
と
な
る
。懐
か
な
い
猫
に
餌
を

与
え
、糞
の
始
末
な
ど
世
話
を

続
け
て
い
る
一
方
で
、近
所
の
人

が
糞
を
持
っ
て
き
た
の
に
は
憤
慨

し
た
。市
の「
野
良
猫
に
は
餌
を

や
ら
な
い
で
」と
い
う
広
報
は
間

違
っ
て
い
る
。

市
長　
無
責
任
な
餌
や
り
行
為

の
禁
止
、室
内
飼
育
の
徹
底
、不

妊
去
勢
手
術
の
奨
励
な
ど
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

新
潟
動
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
今
は
野
良

猫
と
共
存
し
て
い
く
時
代
だ
」と

話
し
て
い
る
。せ
め
て
市
で
貸
出

用
の
捕
獲
器
を
備
え
て
も
ら
え

な
い
か
。

市
民
生
活
課
長　

今
後
、検
討

し
て
み
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
改
善
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
の

対
策
に
つ
い
て

議
員　

市
で
把
握
し
て
い
る
引

き
こ
も
り
の
人
数
は
。

市
長　
令
和
５
年
度
の
日
常
生

活
お
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、回
答
が
あ
っ
た
５
千
４５４

世
帯
の
う
ち
家
族
以
外
の
人
と

の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人
が
い

る
世
帯
は
２４４
世
帯
、２７１
人
で
あ
っ

た
。こ
れ
を
市
の
人
口
に
当
て
は

め
る
と
、６５
歳
未
満
の
ひ
き
こ
も

り
の
人
は
４８７
人
で
、率
に
し
て
２．９

％
と
推
計
さ
れ
る
。

議
員　

実
施
し
て
い
る
対
策
は
。

市
長　

専
門
家
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
相
談
会
、保
健
所
と
共
催
で

当
事
者
及
び
家
族
の
交
流
会
、

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

を
実
施
し
て
い
る
。職
員
向
け
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
、市
民

向
け
企
業
向
け
研
修
会
も
実
施

し
て
い
る
。

猫の捕獲器

野良猫との共存について

議
員　

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
開
始
さ
れ
５
年
経
過
し
た

が
、待
遇
改
善
が
進
ん
だ
か
。

市
長　
１２
月
１
日
現
在
で
正
規

職
員
は
３３６
人
、会
計
年
度
任
用

職
員
２６６
人
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ

ま
で
給
料
表
の
額
の
改
定
や
期

末
勤
勉
手
当
支
給
月
数
の
引
上

げ
、職
種
ご
と
の
賃
金
格
付
け

の
見
直
し
、休
暇
制
度
の
改
正

を
行
っ
て
き
た
。差
額
に
つ
い
て

は
令
和
７
年
度
か
ら
４
月
１
日

に
遡
っ
て
令
和
８
年
１
月
に
支

給
す
る
。
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電気柵

一般質問

議
員　

電
気
柵
設
置
補
助
事
業

の
今
年
度
の
申
請
件
数
は
。ま
た
、

水
田
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
設
置

距
離
も
長
く
、費
用
も
多
額
に
な

る
こ
と
か
ら
、水
田
に
対
し
て
の

補
助
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
電
気
柵
の
申
請
件
数
は

19
件
と
なって
お
り
、そ
の
う
ち
８

件
が
水
田
に
係
る
申
請
と
な
っ
て

い
る
。水
田
に
お
け
る
電
気
柵
は

広
範
囲
で
費
用
が
多
額
な
こ
と

も
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で
の
申
請
実

績
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、補
助

内
容
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

河
川
敷
の
茂
み
や
樹
木

は
ク
マ
の
隠
れ
場
所
や
移
動
通

路
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、胎
内
川
や
支
川
の
整
備
の
予

定
、ま
た
は
要
望
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
昨
年
度
か
ら
胎
内
川
河

川
沿
い
で
、藪
や
雑
木
の
伐
採
を

実
施
し
て
い
る
。今
後
も
出
没
リ

ス
ク
が
高
い
地
域
を
選
定
し
対

策
を
講
じ
て
い
く
。ま
た
、要
望

に
つ
い
て
は
、県
市
長
会
や
新
発

田
地
域
振
興
局
長
を
通
じ
て
県

管
理
河
川
の
藪
刈
り
や
雑
木
の

伐
採
を
実
施
す
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
る
。県
に
進
捗
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、胎
内
川
に
架
か
る
黒

川
大
橋
及
び
黒
川
橋
の
前
後
の

伐
採
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。今
後
も
胎
内
川
ほ
か
県

管
理
河
川
の
整
備
に
関
し
て
そ

の
進
捗
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、

必
要
な
要
望
を
行
って
い
く
。

議
員　

部
活
動
地
域
移
行
の
進

捗
状
況
は
。

教
育
長　
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
部
活
動
の
地
域
展
開
の
完
了

を
目
指
し
取
組
を
進
め
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
系
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、県
の
方
針
に
先
駆
け
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
休
日
の
活
動

場
所
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
設
し
、初
年
度
は
３
教
室
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。以
降
、地
域

団
体
や
競
技
団
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、今
年
度
は
11
種
目
、13

教
室
を
開
設
し
て
い
る
。

部
活
動
地
域
移
行

に
つ
い
て

中学校における部活動の加入状況

加入している 未加入

有害鳥獣対策について

議
員　

部
活
動
に
加
入
し
て
い

る
生
徒
の
各
学
校
の
割
合
は
。

教
育
長　
中
条
中
学
校
が
68.6
％
、

乙
中
71.4
％
、築
地
中
60
％
、黒
川

中
81
％
、市
全
体
で
は
69.6
％
と

な
って
い
る
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
系
、文
科
系
の

割
合
は
。

教
育
長　

市
全
体
の
割
合
は
、

ス
ポ
ー
ツ
系
が
80.3
％
、文
科
系
が

19.7
％
と
な
って
い
る
。

坂上  隆夫  議員

や
ぶ

や
ぶ

中条中学校

乙中学校

築地中学校

黒川中学校

市全体

68.6％

71.4％

60.0％

81.0％

69.6％

31.4％

28.6％

40.0％

19.0％

30.4％
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一般質問

天木  義人  議員

議
員　

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
の
過
去
５
年
間
の
施
設
整

備
に
要
し
た
金
額
と
市
の
負
担

は
。ま
た
、そ
の
効
果
は
。

市
長　
５
年
間
で
の
所
要
額
は

５
億
６
千
万
円
で
、財
源
は
辺
地

債
が
４
億
８
千
万
円
、市
の一般

財
源
が
約
５
千
万
円
、そ
の
他

交
付
金
で
３
千
万
円
で
あ
る
。整

備
内
容
と
し
て
、施
設
の
長
寿

命
化
、大
噴
水
照
明
の
リ
ニ
ー
ュ

ア
ル
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の
新

設
を
行
い
、観
光
地
と
し
て
の
魅

力
に
つ
な
が
っ
た
。

議
員　

胎
内
リ
ゾ
ー
ト
の
黒
字

化
は
難
し
い
と
思
う
が
、黒
字
化

に
向
け
た
計
画
の
策
定
は
。

市
長　

プ
ロ
の
目
か
ら
見
て
観

光
振
興
、リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
と
施

設
の
運
営
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
長
け

て
い
る
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。様
々

な
協
議
、検
討
し
、抜
本
的
な
部

分
も
見
直
し
て
、黒
字
化
に
至
る

道
筋
を
見
い
だ
せ
る
の
か
突
き

詰
め
、方
向
を
確
立
し
て
い
く
。

今
年
度
に
入
り
二
度
、三
度
に
渡

り
情
報
も
提
供
し
、助
言
を
い

た
だ
き
、年
度
末
ま
で
最
低一回

は
合
議
を
経
て
、来
年
度
か
ら

新
た
な
歩
み
が
で
き
る
か
、可
能

性
を
考
え
て
い
く
。

公
共
財
産
の
維
持
、

管
理
に
つ
い
て

観光について

議
員　

消
雪
パ
イ
プ
の
ノ
ズ
ル
等

の
不
具
合
箇
所
の
取
替
え
修
理

計
画
は
。

市
長　
例
年
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
電
気
系
統
及
び
散
水
状

態
の
点
検
を
実
施
し
、順
次
補

修
を
し
て
い
る
が
、降
雪
前
に
補

修
を
終
え
ら
れ
な
い
恐
れ
も
あ

り
、早
期
に
補
修
を
完
了
す
べ
く

改
善
を
図
り
、令
和
８
年
以
降
は

10
月
末
ま
で
に
点
検
を
行
っ
て
、

11
月
末
ま
で
に
補
修
を
完
了
さ

せ
る
考
え
で
あ
る
。

議
員　

胎
内
市
の
上
下
水
道
管

の
耐
用
年
数
と
古
い
管
の
経
過

年
数
は
。

上
下
水
道
課
長　
法
定
耐
用
年

数
で
水
道
管
は
40
年
、下
水
道

管
は
50
年
。古
い
管
で
、水
道
配

水
管
は
Ｓ
49
年(

51
年
経
過)

、簡

易
水
道
管
は
Ｓ
61
年(

39
年
経

過)
、公
共
下
水
道
管
は
Ｓ
40
年

代
に
宅
地
造
成
さ
れ
た
3.3

一
番
古
く
、そ
の
他
は
Ｈ
４
年

供
用
開
始
、農
業
集
落
排
水
管

は
Ｓ
62
年
に
開
通
し
た
。

議
員　

舗
装
道
路
の
傷
み
や
破

損
が
み
ら
れ
る
が
、区
長
や
市
民

か
ら
修
繕
の
要
請
は
あ
る
の
か
。

市
長　
何
年
間
か
推
移
を
見
て

い
る
と
、維
持
修
理
に
係
る
予
算

自
体
が
縮
小
傾
向
で
推
移
し
て

い
る
。来
年
度
当
初
予
算
編
成

の
前
段
に
お
い
て
洗
い
出
し
を
し

て
、優
先
順
位
を
定
め
、手
厚
く

予
算
確
保
し
対
応
し
て
い
く
。

不具合のある消雪パイプ

ロイヤル胎内パークホテル グランピング施設

㎞
が
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公共施設のトイレに生理用品を
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一般質問

議
員　

本
市
へ
の
物
価
高
対
策

に
よ
る
国
の
重
点
支
援
交
付
金

の
配
分
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　
約
３
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

議
員　

こ
の
交
付
金
を
使
っ
て

低
所
得
世
帯
へ
の
給
付
金
、来
年

４
月
か
ら
の
国
に
よ
る
小
学
校

給
食
無
償
化
を
待
た
ず
に
、１

月
か
ら
給
食
を
無
償
化
す
る
こ

と
、全
市
民
を
対
象
に
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、中
小
業

者
支
援
、医
療
・
介
護
施
設
へ
の

助
成
、福
祉
灯
油
券
の
配
布
な

ど
に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長　
各
課
に
お
い
て
支
援
対
象

者
及
び
支
援
内
容
を
調
整
中
で

あ
り
、１
月
中
に
は
議
会
に
示
す
。

議
員　

今
話
題
に
な
っ
て
い
る

「
お
米
券
」に
つ
い
て
胎
内
市
は

ど
う
す
る
の
か
。

市
長　
幅
広
く
使
え
る
汎
用
性

の
あ
る
商
品
券
と
し
て
柔
軟
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

移
動
販
売
事
業
者
が
次

々
と
撤
退
し
、買
い
物
難
民
と
い

わ
れ
る
市
民
が
拡
大
し
て
い
る
。

救
済
、支
援
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　
移
動
販
売
業
者
及
び
代

替
え
と
な
り
得
る
宅
配
サ
ー
ビ

ス
や
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
等

に
関
す
る
情
報
提
供
、買
い
物
等

生
活
を
担
う
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
育

成
な
ど
買
い
物
支
援
を
行
う
事

業
者
と
支
援
を
必
要
と
す
る
方

の
声
を
伺
っ
て
持
続
可
能
な
支

援
の
方
策
を
探
って
い
き
た
い
。

新
発
田
病
院
ま
で

の
れ
ん
す
号
を

移
動
販
売
事
業

に
つ
い
て

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を

物価高対策　国の交付金活用について

議
員　

学
校
を
は
じ
め
公
共
施

設
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
配
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
小
中
学
校
に
お
け
る
対

応
と
し
て
は
、「
手
渡
し
方
式
」

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、よ
り
望

ま
し
い
対
応
を
検
討
す
る
。そ
の

他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、本

庁
舎
等
の
主
要
な
公
共
施
設
に

配
置
す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

丸山  孝博  議員

議
員　

新
発
田
病
院
へ
の
利
用

を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
る
。こ

う
し
た
市
民
の
願
い
に
応
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
車
両
と
運
転
手
の
確
保

が
困
難
な
た
め
、現
時
点
で
延
伸

は
難
し
い
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
奥
山
の
荘
が
運
営
し
て
い
る

有
償
旅
客
運
送
の
運
行
範
囲
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、要
介
護
１・

２
の
認
定
者
も
利
用
で
き
る
よ

う
同
法
人
と
協
議
を
進
め
る
。
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一般質問

渡邉  雅茂  議員

議
員　

本
市
の
人
口
減
少
の
要

因
と
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
転
出
者
が
転
入
者
を
上

回
る
社
会
減
と
死
亡
者
数
が
出

生
数
を
上
回
る
自
然
減
の
両
方

が
あ
り
、そ
の
背
景
に
は
晩
婚
化

や
生
涯
未
婚
率
の
上
昇
、若
年
世

代
の
価
値
観
や
働
き
方
の
多
様

化
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
要
因
が

複
合
的
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
当
市
で
は
定
住
人
口

の
増
加
も
期
待
で
き
る
洋
上
風

力
発
電
が
具
体
化
し
て
き
て
い

る
ほ
か
、若
者
の
結
婚
や
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
に
前
向
き

に
な
っ
て
も
ら
え
る
風
土
の
醸
成

に
努
め
て
き
て
お
り
、今
後
も
こ

れ
ら
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
拡
充

し
な
が
ら
邁
進
し
て
い
く
以
外

に
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

人
口
戦
略
会
議
が
発
表

し
た
消
滅
可
能
性
都
市
に
本
市

が
該
当
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

市
長　
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る

デ
ー
タ
で
あ
る
か
定
か
で
は
な

い
が
、可
能
性
が
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
と
の
認
識
は
、し
っ
か

り
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。具
体
的
に
そ
う
な

ら
ぬ
よ
う
対
応
、対
策
、取
組
に

つ
い
て
、市
民
の
皆
様
と
共
有
し

て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

議
員　

人
口
減
少
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が

将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

人
的
資
源
や
財
政
的

資
源
の
減
少
で
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
が
難
し
く
な
る
状
況
は

想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

人口減少、少子化が招く胎内市への影響について

議
員　

第
２
期
胎
内
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

成
果
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　
そ
れ
ぞ
れ
に
指
標
を
設

け
て
い
て一定
の
成
果
は
上
が
っ

て
い
る
。今
後
も
附
帯
す
る
事
項

や
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

に
つ
い
て
も
果
断
な
推
進
を
図

り
た
い
。

議
員　

本
市
の
出
生
数
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
出
生
数
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、令
和
６
年
度
は
８９
人

で
あ
る
。

議
員　

年
間
出
生
数
89
人
に
対

し
５
つ
の
小
学
校
と
い
う
現
状

に
お
い
て
、統
合
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

小
学
校
の
統
合
の
判
断
基
準
や

指
標
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
胎
内
市
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
等
に
関
す
る
検
討

委
員
会
に
お
い
て
１
学
年
二
学

級
以
上
も
し
く
は一
学
級
２０
人

以
上
が
望
ま
し
い
と
答
申
さ
れ

た
。市
内
５
小
学
校
は
現
状
の

ま
ま
維
持
す
る
方
向
だ
が
児
童

数
の
推
移
に
注
視
し
つ
つ
適
正

規
模
、再
編
に
つ
い
て
も
望
ま
し

い
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

中条小学校

我が国の人口ピラミッド
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一般質問

議
員　

通
学
距
離
が
長
距
離
で

も
バ
ス
通
学
基
準
を
満
た
さ
な

い
地
域
が
あ
る
が
、近
年
の
猛
暑

に
お
い
て
、徒
歩
で
の
登
下
校
は

命
の
危
険
が
大
い
に
あ
る
と
感

じ
る
。暑
い
時
期
、特
に
夏
休
み

の
前
後
一
か
月
程
度
は
、バ
ス
通

学
等
の
対
応
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
考
え
は
。

教
育
長　
国
の
適
正
基
準
で
は

小
学
校
が
４
㎞
以
内
と
な
っ
て

い
る
が
当
市
で
は
2.5
㎞
以
上
と

し
、安
全
を
配
慮
し
て
通
学
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　
生
徒
へ
の
指

導
は
学
校
、日
常
的
な
安
全
の
確

保
は
保
護
者
で
あ
り
、通
学
の
責

任
や
管
理
は
誰
に
な
る
か
議
論
の

必
要
が
あ
る
。今
後
協
議
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

議
員　

誰
の
責
任
か
と
い
う
話

で
は
な
く
、守
る
べ
き
命
を
最
優

先
に
す
べ
き
と
考
え
る
。ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
用
途
に「
子
育

て
環
境
の
充
実
」や「
子
ど
も
た

ち
の
心
身
育
成
支
援
」が
あ
り

多
数
の
申
し
込
み
が
あ
る
が
、予

算
を
充
て
る
な
ど
の
考
え
は
。

市
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は一般
財

源
に
繰
り
込
ま
れ
配
分
さ
れ
て
い

る
の
で
、そ
の
活
用
を
特
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、安
全
・
安
心

へ
は
優
先
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ

り
、必
ず
俎
上
に
の
せ
て
話
し
合

い
や
検
討
を
し
て
い
く
。しっか
り

と
前
進
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

議
員　

審
議
会
の
公
募
に
対
し

応
募
数
は
何
人
で
あ
っ
た
か
。ま

た
選
考
基
準
の
内
容
は
。

市
長　
応
募
者
数
は
20
人
で
、選

考
委
員
会
の
副
市
長
、教
育
長
、

生
涯
学
習
課
長
に
よ
る
第一次
選

考
を
経
て
、第
二
次
選
考
に
て
市

長
で
あ
る
私
の
選
考
に
よ
り
決

定
し
た
。応
募
理
由
や
意
欲
を
中

心
に
、エ
リ
ア
別
の
人
数
や
年
代
、

性
別
等
多
様
な
事
柄
に
配
慮
し

て
い
る
。

議
員　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

く
れ
た
方
か
ら
の
応
募
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、想
い
を
伝
え
た
い
と

い
う
意
欲
が
あ
る
人
の
登
用
な

ど
の
判
断
は
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

出
し
た
こ
と
が
、必
ず
し
も
参
酌

す
べ
き
事
項
と
し
て
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
て
い
な
い
。各
地
区
の
人
口

比
率
を
考
え
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
。

生
涯
学
習
施
設
整
備

推
進
審
議
会
に
つ
い
て

教育環境整備に向けた取組み

議
員　

選
出
さ
れ
た
委
員
の
中

に
内
容
を
理
解
で
き
て
い
な
い

方
も
い
た
。そ
れ
で
は
審
議
会
が

始
ま
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長　
審
議
内
容
の
事
前
理
解

は
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、事
務
局

側
の
周
知
不
足
も
あ
っ
た
。そ
の

為
事
前
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
、

既
に
指
示
を
出
し
て
お
り
、い
い

方
向
に
向
か
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

筧　智也  議員

推進審議会の様子

そ  
じ
ょ
う
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一般質問

選
挙
事
務
の

あ
り
方
に
つ
い
て

平井　孝  議員

議
員　

地
域
雇
用
の
創
出
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
建
設
段
階
に
お
い
て
、建

設
従
事
者
の
雇
用
に
加
え
、そ
の

方
達
へ
の
食
事
や
宿
泊
を
含
む

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、稼
働
後

は
風
車
の
運
転
や
保
守
、さ
ら
に

農
業
や
観
光
振
興
に
関
す
る
雇

用
と
広
が
っ
て
い
く
事
が
期
待
さ

れ
る
。

議
員　

市
民
、市
内
事
業
者
へ
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　
市
民
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

や
、長
期
に
渡
る
安
定
的
な
税

収
の
確
保
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
向
上
が
、事
業
者
へ

は
地
域
雇
用
に
代
表
さ
れ
る
様

々
な
業
種
に
お
け
る
事
業
機
会

の
拡
大
が
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、

経
験
値
の
無
い
未
知
の
事
業
で

あ
る
為
、課
題
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が

見
通
せ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る

が
、県
や
近
隣
市
と
も
連
携
し

な
が
ら
諸
問
題
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
。

議
員　

例
え
ば
市
民
の
電
気
代

が
安
く
な
っ
た
り
、洋
上
風
力
発

電
で
作
っ
た
電
気
で
の
れ
ん
す
号

を
新
発
田
病
院
ま
で
走
ら
せ
る

と
い
う
よ
う
な
夢
や
希
望
が
も

て
る
要
素
、ま
た
、電
気
の
地
産

地
消
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

太
陽
光
発
電
設
備

に
つ
い
て

洋上風力発電事業の推進について

市
長　

電
気
代
が
安
く
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な

議
員　

選
挙
事
務
に
お
け
る
ミ

ス
に
対
し
て
の
再
発
防
止
策
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
マ
ニュ
ア
ル

の
修
正
、投
票
管
理
者
や
立
会

人
の
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
作
成
、事

前
説
明
会
の
対
象
者
拡
大
、他

市
町
村
で
の
事
例
共
有
等
を
強

化
し
、直
近
の
市
長
選
挙
よ
り

改
善
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
、

よ
り
確
実
で
信
頼
性
の
高
い
選

挙
事
務
の
執
行
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

事
業
者
に
よ
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
に
対
し
今
後
、市
独
自

の
条
例
制
定
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
指
導
や
助
言
を
実
施
し
て
い

る
が
、環
境
保
全
、地
域
住
民
の

安
心・安
全
を
最
優
先
に
考
え
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、届
出

義
務
や
住
民
同
意
を
含
む
条
例

制
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

く
、本
当
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の

支
援
や
、次
世
代
が
希
望
を
持

て
る
様
な
未
来
へ
の
投
資
に
つ
い

て
広
い
視
点
で
捉
え
て
考
え
て

い
き
た
い
。ま
た
大
切
な
事
柄
と

し
て
、自
然
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
農

業
と
の
親
和
性
も
高
く
、子
ど

も
達
の
大
切
な
学
び
に
も
な
る

為
、将
来
的
に
そ
の
活
用
な
ど
を

考
え
て
い
き
た
い
。



13 胎内市議会だより　№88
令和8年2月13日発行

一般質問

議
員　

近
年
の
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
対
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

令
和
６
年
の
県
に
よ
る
調
査

結
果
で
は
、胎
内
市
に
は
、土
砂

災
害
区
域（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）に

指
定
さ
れ
て
い
る
土
石
流
発
生

箇
所
が
59
箇
所
、急
傾
斜
地
は

31
箇
所
、地
滑
り
箇
所
１
箇
所

と
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の
内
、土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）に
つ
い
て
は
、土
石
流
発

生
箇
所
が
26
箇
所
、急
傾
斜
地

20
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
42
年
羽
越
豪
雨
災
害
で

は
死
者
及
び
行
方
不
明
者
46
名
、

重
軽
傷
者
275
名
、住
宅
の
全
半

壊
313
棟
、床
上
床
下
浸
水
約
６

千
棟
に
も
及
ぶ
甚
大
な
災
害
が

発
生
し
た
。こ
の
記
憶
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、今
一
度
、安
全
を
確
か

め
、市
民
の
命
を
守
り
、市
民
の

財
産･

生
活
を
守
る
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
一
、砂
防
ダ
ム
の
土
砂
搬
出
に

つ
い
て
。

所
管
は
国
土
交
通
省
で
あ
り
、

砂
防
法
に
基
づ
き
管
理
は
県
に

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、市
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

二
、各
地
の
用
水
路
と
小
河
川

の
土
砂
搬
出
、管
理
状
況
、Ｕ
字

溝
の
詰
ま
り
等
に
対
し
て
、行
政

が
行
う
対
策
に
つ
い
て
。

　

三
、近
年
、異
常
気
象
に
お
い
て
、

急
傾
斜
地
の
が
け
崩
れ
や
、土
石

流
が
発
生
す
る
危
険
度
を
注
視

し
て
い
る
箇
所
は
あ
る
の
か
。

　

四
、胎
内
市
が
災
害
に
備
え
て

い
る
備
蓄
品
の
種
類
、数
量
な
ど

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
一に
つ
い
て
、砂
防
ダ
ム
を

管
理
し
て
い
る
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、一般
的
な
砂
防
ダ
ム
は
、

土
砂
を
堆
積
す
る
こ
と
を
見
込

ん
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

土
砂
が
満
杯
の
状
態
で
も
、

勾
配
が
緩
や
か
に
な
る
こ
と
で

土
石
流
の
勢
い
を
減
少
さ
せ
下

流
への
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。現
在
の
と
こ
ろ
土
砂
搬
出
の

予
定
は
な
い
。

豪雨災害などの災害対策について

　
二
につ
い
て
、堆
積
状
況
を
見
な

が
ら
適
宜
除
去
し
て
い
る
ほ
か
、

区
長
等
か
ら
連
絡
を
受
け
た
も

の
に
つ
い
て
は
、優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
除
去
を
行
って
い
る
。

　

三
に
つ
い
て
、土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の

は
91
箇
所
で
、そ
の
内
、土
石
流

の
危
険
が
あ
る
区
域
は
59
箇
所

佐藤  武志  議員

昭和42年 羽越豪雨水害被災状況

備蓄装備品

で
あ
る
。胎
内
市
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
公
表
し
て
い
る
。

　
四
に
つ
い
て
、備
蓄
物
資
を
効

率
的
に
運
搬
、配
布
で
き
る
よ

う
市
役
所
本
庁
舎
や
、ぷ
れ
す

ぽ
胎
内
の
ほ
か
、避
難
所
と
な
る

小
学
校
を
中
心
に
市
内
６
個
所

に
分
散
配
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、胎
内
市
防
災
備
蓄
計

画
に
基
づ
き
、食
料
や
飲
料
水
の

ほ
か
、簡
易
ト
イ
レ
、お
む
つ
、生

理
用
品
と
い
っ
た
生
活
必
需
品

を
中
心
に
63
種
類
を
備
蓄
し
て

お
り
、食
料
品
に
つ
い
て
は
、避

難
者
の
１
日
分
に
相
当
す
る
量

を
、そ
の
他
の
品
目
で
は
応
急
的

な
生
活
に
対
応
し
得
る
量
を
配

備
し
て
い
る
。

出典：飯豊山系砂防事務所ホームページ
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厚
生
環
境
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
「
子
ど
も・子
育
て
支
援
法
等
」の
一

部
改
正
に
よ
り
、令
和
８
年
４
月
か

ら「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」、い
わ

ゆ
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」を
、

全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、当
該
制
度
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

質
問　

親
の
就
労
を
問
わ
ず
、未
満
児

の
保
育
を
可
能
に
す
る
制
度
だ
が
、具

体
的
な
運
用
は
。

答
弁　
利
用
者
は
、０
歳
６
か
月
か
ら

２
歳
で
月
10
時
間
程
度
の
利
用
で
、年

間
48
名
程
度
予
定
し
て
い
る
。子
ど
も

一人
１
時
間
当
た
り
300
円
程
度
を
標
準

と
し
て
、現
在
の
中
条
す
こ
や
か
こ
ど

も
園
を
想
定
し
て
い
る
。

質
問　

現
在
の一
時
預
か
り
事
業
、フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
の
整
合
性
は
。

答
弁　

市
は
先
行
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、誰
で
も
通
園
制
度
を
使
い
な
が

ら
、一時
預
か
り
も
使
う
、そ
し
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
利
用
す

る
と
い
っ
た
柔
軟
に
ミ
ッ
ク
ス
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

広
域
利
用
は
可
能
か
。

答
弁　
こ
の
制
度
が
始
ま
る
と
協
定

書
を
結
ば
な
く
て
も
、住
所
が
胎
内
市

に
あ
っ
て
も
村
上
市
等
の
保
育
園
で
預

か
って
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

学
生
へ
の
支
援
拡
大
を
目
的
に
、高

等
学
校
に
入
学
又
は
進
級
す
る
生
徒

及
び
在
学
中
の
生
徒
へ
の
貸
与
月
額

を
１
万
円
か
ら
２
万
円
に
増
額
し
、高

等
専
門
学
校
、専
門
学
校
、短
期
大
学

又
は
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
入

学
す
る
者
及
び
在
学
中
の
者
に
対
し

て
、貸
与
月
額
を
４
万
円
か
ら
10
万

円
に
、大
学
又
は
大
学
院
に
入
学
す

る
者
及
び
在
学
中
の
者
に
対
し
て
、貸

与
月
額
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
に
増

額
す
る
と
と
も
に
、年
間
返
済
額
を

据
え
置
き
、返
済
の
最
長
期
間
を
10

年
か
ら
20
年
に
延
長
す
る
も
の
。

質
問　

金
額
の
拡
大
に
つ
い
て
の
改
正

だ
が
、も
っ
と
多
く
の
人
が
借
り
ら
れ
る

よ
う
な
検
討
は
し
た
か
。

答
弁　
貸
与
月
額
の
上
限
引
き
上
げ
に

よ
り
借
り
や
す
く
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

高
校
無
償
化
に
際
し
高
校
は

据
え
置
い
て
、大
学
・
専
門
学
校
他
を

手
厚
く
す
る
な
ど
の
議
論
は
あ
っ
た
か
。

答
弁　
高
校
に
つ
い
て
は
授
業
料
以
外

に
も
負
担
が
あ
る
た
め
引
き
上
げ
は

必
要
と
考
え
る
。大
学
他
へ
の
も
っ
と

拡
大
す
る
件
に
つ
い
て
は
、他
の
自
治

体
よ
り
も
多
い
こ
と
、給
付
で
は
な
く

貸
与
で
あ
る
以
上
返
済
が
発
生
す
る

こ
と
、国
の
日
本
学
生
支
援
機
構
で
の

貸
与
が
12
万
円
で
あ
る
こ
と
を
勘
案

し
て
の
金
額
を
設
定
し
て
い
る
。

胎
内
市
奨
学
金
貸
与
基
金

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

胎
内
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

高等学校

大学・大学院

年間返済額

最長返済期間

従来（旧）

1万円

4万円

5万円

10年

据え置き（変更なし）

改正後（新）

 2万円

10万円

10万円

20年

新旧対照表

高専・専門・短大・
公共職業能力開発施設
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常任委員会審査

閉会中所管事務調査報告

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　

歳
入
歳
出
の
予
算
額
に
変
更
は
な

い
が
、浄
水
場
ろ
過
池
管
理
業
務
委

託
料
ほ
か
５
件
に
つ
い
て
、い
ず
れ
も

令
和
８
年
度
当
初
か
ら
実
施
す
る
た

め
、今
年
度
中
に
契
約
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
債
務
負
担

行
為
を
設
定
す
る
も
の
。

質
問　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納

事
務
委
託
料
で
、200
万
円
弱
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、利
用
数
は
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
て
、１
件
当
た
り
の
手

数
料
や
定
額
の
委
託
料
な
ど
は
い
く

ら
か
。

答
弁　
件
数
は
、月
１
千
850
件
、年
間

２
万
２
千
200
件
を
見
込
ん
で
い
る
。手

数
料
は
、１
件
当
た
り
77
円
。そ
の
他
、

月
額
使
用
料
等
を
計
上
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
の
８
月
の
大
雨
に
よ
り
被

災
し
た
橋
は
軟
弱
地
盤
が
両
岸
に
あ
り

３
年
以
上
に
わ
た
る
難
工
事
と
な
っ
た
。

災
害
復
旧
の
た
め
以
前
と
同
規
模
の
小

さ
な
橋
で
あ
っ
た
。総
工
費
１
億
２
千

万
円
の
橋
に
は
見
え
な
い
が
、１１
ｍ
の

杭
が
５
本
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

狭
い
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
、住
宅
密
集

地
の
た
め
低
振
動・低
騒
音
工
法
を
行

っ
た
こ
と
、物
価
高
騰
な
ど
で
コ
ス
ト
が

か
さ
ん
だ
。地
域
住
民
の
要
望
で
名
前

の
無
か
っ
た
橋
は「
あ
さ
ひ
ば
し
」と
命

名
さ
れ
た
。地
域
住
民
に
と
っ
て
は
大

切
な
橋
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

　
９
月
の
大
雨
で
小
倉
沢
ゲ
レ
ン
デ
に

土
砂
が
流
入
し
た
。復
旧
工
事
が
行
わ

れ
完
了
直
前
を
視
察
し
た
。当
時
の
写

真
で
は
、リ
フ
ト
運
転
室
の
窓
は
半
分

以
上
ま
で
土
砂
で
埋
り
、相
当
な
量

が
流
入
し
た
の
が
見
て
取
れ
た
。ゲ
レ

ン
デ
の
脇
に
は
沢
の
よ
う
な
水
路
が

あ
り
結
構
な
水
量
が
あ
っ
た
。こ
の
水

路
か
ら
土
砂
が
流
入
し
た
と
思
わ
れ

る
。上
流
域
に
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
も

土
砂
の
流
入
が
あ
る
よ
う
で
、今
後
も

大
雨
が
降
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う

か
ら
事
前
の
対
策
を
講
じ
て
お
く
必

要
性
を
感
じ
た
。

令
和
７
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

11
月
25
日
に
次
の
２
カ
所
を
視
察
し
た
。

無
名
橋
164‒

１

胎
内
ス
キ
ー
場
小
倉
沢
ゲ
レ
ン
デ

（
事
項
）使
用
料
等
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

　
　
　
　

ス
ト
ア
収
納
事
務
委
託
料

（
期
間
）令
和
８
年
度

（
限
度
額
）１
千
947
万
円

無名橋

小倉沢ゲレンデ

胎内スキー場
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総
務
文
教

　令和５年８月24日、総務文教常任委員会では改築中の中条小学校の視察
を行った。工事概要と新築校舎について説明を受けた後、プレハブの仮設校
舎を見学した。

【その後】物価高騰を受け事業費は38億6千894万8千円（今後の外構２期
工事費を除く）に上がったものの工事は滞りなく進み、令和7年7月24日に
新校舎の竣工式が執り行われた。木材をふんだんに取り入れた温もりのあ
る建物となっておりメインとなる「つばさっ子ホール」では休み時間になると
子どもたちの声が響き渡っているとのことである。工事の際に要望のあった
桜やイチョウの保存については寿命を理由に伐採されることとなったがベン
チに加工され校内で再利用されている。またイチョウについては種子から育
てられた苗も植樹されている。「三遷橋」や門柱についても保存することと
なった。本年６月を目途に駐車場を設置する計画となっている。

その後
シリーズ 中条小学校「その後」

会派視察報告

政
和
会・公
明
党

　
岸
田
元
総
理
が
視
察
し
、後
に
異
次

元
の
少
子
化
対
策
の
モ
デ
ル
と
し
た
。

給
食
費
や
医
療
費
の
無
償
化
、通
学

費
の
補
助
な
ど
出
産
か
ら
成
人
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
経
済
支
援
に
よ
り
令

和
元
年
に
は
合
計
特
殊
出
生
率
2.95
を

記
録
し
て
い
る
。　

　
民
間
出
身
の
市
長
に
よ
り「
顧
客
満

足
度
志
向
」、「
成
果
主
義
」、「
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
」、「
先
手
管
理
」を
行
政
運
営

の
４
つ
の
柱
と
し
て
小
野
市
独
自
の
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。本
来
、民
間

と
行
政
は
運
営
手
法
に
お
い
て
馴
染

ま
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、行
政
向
け

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。ま

た
先
進
事
例
を
た
だ
真
似
る
の
で
は

な
く
、市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
独
自
の
政

策
を
実
行
す
る
姿
勢
は
大
切
な
考
え

方
だ
と
思
う
。

◇
視
察
日
／
11
月
11
日

◇
視
察
先
／
岡
山
県
奈
義
町

【
少
子
化
対
策
】

◇
視
察
日
／
11
月
13
日

◇
視
察
先
／
兵
庫
県
小
野
市

【
行
政
経
営
手
法
】

　
オ
ー
プ
ン
後
、連
続
し
て
年
間
来
客

数
100
万
人
以
上
を
達
成
し
て
お
り
、屋

上
は
遊
び
場
兼
避
難
所
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。指
定

管
理
料
を
２
千
500
万
円
支
払
っ
て
い
る

が
売
り
上
げ
か
ら
の
マ
ー
ジ
ン
が
１
億

円
を
超
え
て
お
り
、市
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
る
。

◇
視
察
日
／
11
月
12
日

◇
視
察
先
／
徳
島
県
鳴
門
市

【
道
の
駅
く
る
く
る
な
る
と
】

さんせんばし

行政経営手法について（小野市）
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令和７年 第４回定例会議決結果

全会一致で可決された議案
令和７年度補正予算 
•一般会計補正予算（第７号）
•公共下水道事業会計補正予算（第２号）
•農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
•水道事業会計補正予算（第３号）
•簡易水道事業会計補正予算（第２号）
•一般会計補正予算（第８号） 
•国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
•介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 
•農業集落排水事業会計補正予算（第３号）
•水道事業会計補正予算（第４号）
•簡易水道事業会計補正予算（第３号）

•工事請負変更契約の締結について

条例の一部改正 
•奨学金貸与基金条例の一部を改正する条例
•議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例
•特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
•職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
•一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例
•会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

•乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例

〈意見書〉
•物価上昇に見合う年金引き上げを求める意見書【提出者：坂上隆夫議員】
•免税軽油制度の継続を求める意見書【提出者：坂上隆夫議員】
•新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書【提出者：平井孝議員】
•学校給食の無償化に関する意見書【提出者：丸山孝博議員】

※上記議案は、全会一致で可決されたため議決賛否表を省略。

※上記議案は、全会一致で可決されたため議決賛否表を省略。

議員提出議案

その他

条例の制定

•物価上昇に見合う年金引き上げを求める請願
•免税軽油制度の継続を求める請願

請願

令和８年 第１回臨時会議決結果

全会一致で可決された議案
令和７年度補正予算
•一般会計補正予算（第９号）

公明党
真政会
胎政会

渡辺 栄六
渡辺 秀敏
佐藤 武志

会派構成（令和８年２月現在）
会 員会 計幹事長副会長会 長会派名

緑風会 平井　孝八幡 元弘増子 達也筧　智也坂上 清一渡辺 宏行

政和会 天木 義人 森本 将司 坂上 隆夫 渡邉 雅茂小野 德重
日本共産党胎内市議団 羽田野 孝子丸山 孝博
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意 見 書 を 提 出 し ま し た
内閣総理大臣並びに関係大臣ほか衆参両院議長へ送付しました。

　いま年金生活者は、異常な物価高が続く中で苦しい生活を
強いられています。米は高値が続き、野菜などの生鮮食料品に
加え、電気・ガスや灯油など生活に欠かせない消費品目での高
騰が続いています。総務省の発表では、７月の全国の消費者物
価指数は、１年前と比べて3.1パーセントも上がり、物価上昇は
47か月連続しています。
　厚生労働省は、2025年度の年金額を、物価が2.7パーセント上
がっているにもかかわらず、マイナス0.8パーセントの1.9パーセン
トで改定しました。物価に追いつかない年金額改定が続き、2013
年度からの13年間で物価は14パーセント上昇したのに対し、年金
額は5.4パーセントしか上がっておらず、実質的価値は8.6パーセ
ント目減りしました。この間、消費税は５パーセントから10パーセン
トへ２倍となり、介護保険料や利用料、医療保険料や窓口負担が
アップされ、可処分所得は大きく目減りしています。
　年金だけでは生活できず、老骨に鞭打って仕事に就く65歳以上
の高齢者が912万人と過去最多になり、働くことができない高齢

者世帯はやむを得ず生活保護に頼らざるを得ず、生活保護受給
者の増加は自治体財政にも影響を与えています。高齢者世帯に
支給される年金のほとんどは消費にまわされます。年金減額は
購買力の減退につながり、その分地域経済の冷え込みに直結し
ます。住民税や介護保険料、国民健康保険料、後期高齢者医療
保険料の納付額にも連動します。また、年金減額は、若い世代の
年金額の低下につながり、公的年金制度への不信につながりか
ねません。
　先の国会で年金改革法が成立しましたが、年金改善は４年後に
先送りとなりました。現在の物価高騰による厳しい年金生活の改
善には間に合いません。異常な物価高が続くいま、直ちに物価上
昇に見合う年金引き上げが、高齢者の生活安定と地域活性化に
つながります。
　よって、若者も高齢者も安心して老後を暮らせるように、物価上
昇に見合う老齢基礎年金等の支給額を改善することを求めます。

物価上昇に見合う
年金引き上げを求める意見書
［提出先］衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣

　これまで冬季観光産業の重要な柱であるスキー産業の発展に
貢献してきた免税軽油制度が、令和９年３月末で廃止される状況
にあります。
　免税軽油制度は、道路を走行しない機械に使う軽油について軽
油引取税(１リットル当たり32円10銭)を免除する制度で、農業用
機械や船舶・倉庫、港湾などで使うフォークリフトなど道路を走行
しない機械燃料用の軽油は、免税が認められてきました。

　スキー産業では、索道事業者が使うゲレンデ整備車・降雪機等
に用いる軽油が免税となっており、この制度が廃止されるとスキー・
スノーボード等の冬季観光産業に携わる事業者が大きな負担増
を強いられ、スキー場の経営維持が困難となり、市町村経済にも
計り知れない影響を与えると懸念されています。
　よって、国においては観光産業や農林水産業等幅広い産業へ
の影響に鑑み、免税軽油制度を継続するよう強く要望します。

免税軽油制度の継続を求める意見書
［提出先］衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・
経済産業大臣・農林水産大臣・国土交通大臣



19 胎内市議会だより　№88
令和8年2月13日発行

意 見 書 を 提 出 し ま し た
第４回定例会において、議員提案の意見書４件を可決しました。可決した意見書は、

　新潟水俣病は本年５月末日をもって公式確認から60年を迎えま
した。しかし、いまなお未救済の被害者が、水俣病であることを求
めて裁判を起こしたり、公害健康被害補償法に則って認定申請す
るなど、新潟水俣病は終わっていません。
　その大きな要因は、最高裁が現行の行政認定基準では認めら
れなかった被害者を水俣病と認めたにもかかわらず救済制度を見
直さないことや、水俣病特措法に基づく被害者発生地域の住民健
康調査が確実に行われていないことなどによります。
　一方、被害者は高齢化が進み、亡くなる者も後を絶ちません。ノ
ーモア・ミナマタ新潟第２次訴訟では原告146人中すでに38人が
亡くなっており、被害者の「生きているうちの解決を」は切実です。
　こうしたことから、新潟県議会は、水俣病の被害者救済は人道
上の緊急課題でもあるとして、昨年の６月定例会において「新潟
水俣病全被害者の救済と問題解決に向けた取組を求める意見書
」を全会一致で採択し、政府・国会に提出しました。また、被害者発
生地域の新潟市、阿賀野市、五泉市及び阿賀町の各議会も同様
の意見書を９月定例会で採択し、政府・国会に提出しました。
　しかるに、この一年、被害者団体と政府・環境省との解決に向け
た協議はまったくと言っていいほど進んでおらず、このままでは被

害者が亡くなって水俣病が終息するというあってはならない非人
道的な決着をみることにもなりかねません。
　新潟県は今年も５月に「水俣病被害者の早期救済や抜本的な
救済制度の見直しに取り組むこと」とする要望書を環境省に提出
し、５月末日の公式確認60年行事において花角新潟県知事は「被
害を受けたすべての方々が等しく患者と認められ、救済を受けるこ
とができる恒久的な救済制度を確立すること」を宣言しています。
　また、国会では６月19日に超党派で「水俣病被害者救済新法案」
が衆議院に提出され、今後国会において審議される予定です。
　このように、新潟水俣病全被害者の救済は、新潟県民はもとよ
り国民的にも解決しなければならない人道上の緊急課題といえ
ます。
　よって国会及び政府におかれては、新潟水俣病全被害者の救
済と問題解決に向けて、未救済被害者の救済に向けて新たな救
済制度を確立するとともに、平成22年４月の特措法に関する閣
議決定及び平成23年３月のノーモア・ミナマタ新潟訴訟の和解
条項を踏まえて、早急に阿賀野川流域住民の健康被害調査を実
施し、被害者団体と協議することについても取り組まれるよう強
く要望します。

新潟水俣病全被害者の救済と
問題解決に向けた取組を求める意見書
［提出先］衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・厚生労働大臣・環境大臣

　現在、自民党・公明党・日本維新の会の「三党合意」（令和７年２
月）に基づいて、学校給食無償化の実現に向けた実務者協議が開
始され、制度設計の本格的検討が行われており、報道によれば、
対象を公立小学校に絞り、全国の給食費の平均額を基準とし、
「国と地方の負担割合も焦点となる」とされています。
　学校給食が多種多様な形で展開されているもとで、真に学校給
食の無償化を実現するためには、全国どこの自治体においても格
差なく取り組める制度とすることが求められています。
　また、全国の公立小学校の学校給食費（食材費に相当する額）
の合計額は、約3,000億円（文部科学省推計・令和５年現在）とも
言われており、現在の物価高騰の影響を踏まえると、無償化に必

要な財源はそれ以上の額になるものと見込まれています。
　仮に、自治体が一定部分を負担するような仕組みとなれば、す
でに無償化している自治体にとっては負担軽減になる一方で、所
要額を捻出できない自治体も生じることが懸念され、大きな混乱
が生じかねません。
　学校給食の無償化は、義務教育に係る負担軽減の観点で行わ
れるべきものであり、国会及び政府におかれては、自治体に超過
負担が生じることのないよう必要額を全額、国費で確保する仕組
みとするとともに、無償化財源は、地方交付税ではなく交付金等に
よる直接的な財源とし、小学校だけでなく、特別支援学校や中学
校における給食無償化も早期に実現するよう、強く要望します。

学校給食の無償化に関する意見書
［提出先］衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣



20胎内市議会だより　№88
令和8年2月13日発行

令和８年第１回定例会の日程 （
予
定
）

◆
令
和
8
年
2
月
　
日
13

八
幡
元
弘

印
刷

株
式
会
社 

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
コ
ア

　
よ
く
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
が
、昨
年
は
平
年
よ
り
暖
か
い
日
が

多
く
、雪
が
降
ら
な
い
の
か
と
思
っ
た
ら
、

正
月
に
大
雪
に
な
り
、雪
か
き
の
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
に
は
た
く
さ
ん
の
雪
が
つ
も
り
、

民
家
に
は
雪
下
ろ
し
を
し
な
く
て
い
い
ほ
ど

に
積
も
れ
ば
い
い
な
ー
と
思
う
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
？

中
条
小
学
校  

６
年

さ
ん
の

作
品
で
す
。

わ
た
な
べ

り 

く

渡
邉 

凌
功

 

将来の夢は…
右から
あかりさん 10歳
『ケーキ屋さん』
瑞希（みずき）さん ７歳
『サッカー選手』
花乃（かの）さん 4歳
『プリキュア』

小林さん
ファミリー

「胎内市の未来を
担う子どもたち」
……………………………………………

※いずれの日程も傍聴可能。

　
僕
が
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
は
、勉
強
の
復
習
で
す
。

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
中

心
に
、ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て

理
解
す
る
ま
で
取
り
組
む

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
分
か
る
と
自
信
が
つ
く

の
で
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

主に旧黒川村地区で使用

まんぶらかす No.6

「まんぶらかす」は、方言で「自慢する」
という意味。

本会議をライブ中継で
配信中です！

配信は
こちら

　本会議の様子をユーチューブで生配信しています。
詳しくは、専用コードまたは市ホームページ「市議会」を
ご覧ください。過去の映像もご覧いただけます。本会議
の様子は、本庁舎１階ロビー及び産業文化会館（ロビー）
でも視聴できます。

※本会議を傍聴する場合は
　本会議当日に本庁舎５階
　にお越しください。

20日
26日
３日
４日
５日
10日

11・12日
13・16日
18日

本会議（初日）
議会運営委員会
総務文教常任委員会
厚生環境常任委員会
まちづくり常任委員会
会派代表質問
一般質問
予算審査特別委員会
本会議（最終日）

２月

３月

２０２6

（
坂
上 

隆
夫 

記
）

表紙の写真


